
2018/7/2 更新
BD/DVD/CDドライブファーム更新履歴

 BDR-PR1MC-P ,MC-L ,MC-K ,MC-W
 BDR-PR1MA-P ,MA-L ,MA-K ,MA-W

ver. 変更点
1.20 ・DefectManagement for Archive機能追加

1.30
・DefectManagement for Archive機能更新
　　BD-R_SLに対応
　　高速化：６x対応　　　　　（BD-R_SL/ＤＬ）

1.40
・DefectManagement for Archive(DMA)機能更新
　　DMAモードで記録したディスクの交替記録部分の検査に対応

1.50

・検査機能追加
　　DVD-R DL 　及び
　　DVD+R SL/DL の検査に対応
     (BDR-PR1MC-P ,MC-L ,MC-K ,MC-Wのみ）
・DVD-R SL 記録性能改善

1.60 ・DVD-R SL 記録性能改善

1.61

・DMAモード記録ディスク認識改善
　　ディフェクトマネージメントのための交替エリアが
　　確保されていないディスクをDMAモード記録ディスク
　　としない対応

1.65
・マルチセッション記録BDの再生性能向上
    セッション数の多いBDメディアの再生動作に
    支障が出る可能性に対する修正

 BDR-PR1MA-P ,MA-L ,MA-K ,MA-W

1.70

 ・DVD、BD記録・再生性能改善
 ・CD-R 無音部分エラーレート悪化対策
    　CD-Rの無音を記録した部分で、本来発生していないエラー
　　　を誤検出し、エラーレートが悪化する現象の対策修正

ドライブユーティリティソフトウェア更新履歴

PioneerErrorRateUtility
ver. 変更点

・中国規格表記の誤記訂正
・ディスク交換時の動作不具合修正

ディスク交換にドライブ前面イジェクトボタンを用い、且つ異なるメディアタイプ
（例：ＣＤ⇒ＤＶＤ）に交換した際のディスク誤認識の可能性に関して修正を行

2.2.0.0
・検査時間短縮  (未記録部分の検査を省略)
・検査残り時間表示
・BD訂正不能エラー表示対応

2.3.0.1
・DMAモード記録ディスクの交替記録部分の検査に対応した設
定を追加　（ドライブファームウェアver.1.40以上に対応）

2.4.0.1

・検査機能追加
　　DVD-R DL 　及び
　　DVD+R SL/DL の検査に対応
　　（ドライブファームウェアver.1.50以上に対応）

2.4.1.1

・DMAモード記録ディスク認識改善
　　ディフェクトマネージメントのための交替エリアが
　　確保されていないディスクをDMAモード記録ディスク
　　としない対応
・測定性能改善

2.6.0.0
・BDR-PR1MC-W での BD-R QL測定機能対応
・Windows OSの制約によりファイル名に使用できない文字の変
換処理対応

2.1.0.4


